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決算が
まとまりました
皆さんの
診療状況・健診結果
をご報告します
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去る7月18日（水）に開催された第124回組合会で、当健保組合の　　  平成29年度決算が審議され、可決・承認されました。

介護保険収入
繰 越 金
繰 入 金
国庫補助金受入
雑 収 入
合　　　　計

869,663
20,000
40,000
10,421

38
940,122

86,723
1,994
3,989
1,039

4
93,750

科　目 決算額（千円）
介護保険第2号
被保険者たる被保険者等
1人当たり額（円）

介護納付金
介護保険料還付金
合　　　　計

883,419
121

883,540

88,095
12

88,107 

科　目 決算額（千円）
介護保険第2号
被保険者たる被保険者等
1人当たり額（円）

準 備 金
合　　　　計

4,863
4,863

種　別 金　額（千円）

〈収 入〉

〈支 出〉

〈決算残金処分内訳〉

　29年度は介護保険収入
8億6,966万 3千円に
対して、国に納付する介護
納付金が8億8,341万
9千円となりました。決算
残金は繰越金・準備金とい
たしました。

グラフで見る平成29年度決算

平成29 年度  決算が　まとまりました

健保組合は、国の介護保険
の保険料の徴収・納付を代
行しています

当
健
保
組
合
は
平
成
30
年
度
に
設
立
50
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

29
～
31
年
度
の
3
年
間
、
保
険
料
率
を
1
0
0
0
分
の

2
引
き
下
げ
て
組
合
運
営
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

年
度
は
保
険
料
率
引
き
下
げ
の
初
年
度
と
な
り

ま
し
た
が
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
に
伴
う
平

均
標
準
報
酬
月
額
や
賞
与
の
増
加
に
よ
り
、
保
険
料
は

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
経
常

収
支
で
黒
字
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

支
出
の
大
半
を
占
め
る
保
険
給
付
費
（
医
療
費
）

は
、前
年
度
に
比
べ
5
、7
0
0
万
円（
1
・
3
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

高
齢
者
医
療
の
た
め
の
納
付
金
は
、2
億
3
0
0
万

円
（
5
・
7
％
）
増
加
し
、
被
保
険
者
1
人
当

た
り
20
万
円
を
超
え
る
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
28
年

度
に
続
き
、
2
年
連
続
の
増
加
で
す
。

決
算
残
金
は
1
億
円
を
30
年
度
予
算
に
繰
越
し
、

8
億
8
、
3
0
0
万
円
を
別
途
積
立
金
と
し
て

積
増
し
、
保
険
料
率
軽
減
の
措
置
に
あ
て
て
い
く
原
資

や
、
将
来
の
負
担
増
に
備
え
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

年
度
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
保
険
給
付

費
（
医
療
費
）
が
減
少
し
ま
し
た
。
今
後
も
当

健
保
組
合
で
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基
づ
き
、
効
率

的
に
保
健
事
業
を
展
開
し
、
健
康
づ
く
り
や
医
療
費
の

節
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
各
種
健
診
や
健
康
づ
く
り
事
業
等
、
健
保
組
合

の
保
健
事
業
を
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、
健
康
の
維
持
・

増
進
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
適
正
受
診
や

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
等
、
医
療
費
の
節

減
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平成29年度に実施した 
「健康づくり事業」

健康情報の提供
・機関誌「健保だより」の発行（年4回）
・ポスター、パンフレット等の配布（２回）
・健康者へ記念品の贈呈（6月）
・育児雑誌の配布（年間）
・健保連との共同保健宣伝（随時）
・ホームページによる情報提供
・ジェネリック医薬品のお知らせ（4、10月）
・基本保険料に対する保険給付費の割合に
ついてのお知らせ（６月）

健康診断と疾病予防
・生活習慣病予防健診（4～12月）
・春季婦人生活習慣病予防健診（4～7月）
・人間ドック（4～12月）
・インフルエンザ予防接種（10～1月）
・脳ドック等の割引健診（年間）
・特定健康診査（4～12月）
・特定保健指導（年間）
・家庭用常備薬品の配布（11月）

保養と健康づくり
・プール施設利用補助（7～9月）
・スキー場リフトの割引利用（12～3月）
・健康づくりセンター「へるすぴあ」（電
設工業健保組合の施設）と契約（年間）
・契約保養施設（JTB契約保養所、直接契
約保養所、国民休暇村）の利用補助（年間）
・共同利用保養所の利用（年間）
・スポーツクラブ「ルネサンス」との法
人契約（年間）
・FUJIYAMA倶楽部の優待利用（年間）

収　入　総　額	 97億7,209万9千円

支　出　総　額	 87億8,885万9千円

決 算 残 金 	 9億8,324万円

経常収支差引額	 2億214万4千円 

●事務費
　1億 2,454万 9千円
　（6,872円）

●保険給付費
　45億 258万 1千円
　（24万 8,432円）

●保健事業費
　2億 4,345万 6千円
　（1万 3,433円）

●財政調整事業拠出金
　1億 1,898万 7千円
　（6,565円）

●還付金・連合会費・
　積立金・その他
　2,287万 9千円
　（1,262円）

●保険料
　88億4,833万9千円
　（48万 8,211円）

●調整保険料
　1億 1,904万 3千円（6,568円）

●繰越金
　1億円（5,518円）

●繰入金
　5億円（27,588円）

●財政調整事業交付金
　1億 6,922万 1千円（9,337円）

●国庫負担金・国庫補助金・雑収入
　3,549万 6千円（1,958円）

●納付金
　37億 7,640万 7千円
　（20万 8,365円）

皆さんの健康づくりの費
用。前年度比1.3％増

前年度とほぼ同額

支出総額
87億8,885万9千円
（　　　　 ）被保険者１人当たり

48万4,929円

収入総額
97億7,209万9千円
（　　　　 ）被保険者１人当たり

53万 9,180円

高齢者医療を支えるために現役世代の健保組合等に納付が義務づけられた費用。前年度比5.7％増

高齢者医療を支えるために現役世代の健保組合等に
納付が義務づけられた費用。前年度比5.7％増

被保険者やご家族の皆さんの医療費・給付金に。前年度比1.3％減

被保険者やご家族の皆さんの医療
費・給付金に。前年度比 1.3％減

健康保険

介護保険

〈決算残金処分内訳〉

30 年 度 へ の 繰 越 金
財政調整事業繰越金
別 途 積 立 金
合 　 　 　 　 計

種　別 金 額（千円）
100,000

134
883,106
983,240

被保険者数・報酬月額・賞与支給額が伸びた   ことから、保険料率の引き下げ分を補填し、 
　　　    前年度並の保険料  収入を確保。

被保険者やご家族の
健康づくりのための保健事業費は、
2億4,345万6千円を支出、

別掲のような事業を
実施しました。

充実した
健康づくり事業を実施

23



前年度比517人増の11,346人の皆さんが受診されました

健診全体

　医薬品の有効成分そのものに対する特許である物質特許
が切れた医薬品を他の製薬会社が同じ有効成分で製造・供給
する医薬品で新薬と同じ主成分の薬とも言われております。
　成分の有効性・安全性は先発薬で証明済みであることから、
研究開発費が抑えられるため、安い価格で供給されるメリッ
トがあります。

　各ジェネリック医薬品メーカーは、単に先発医薬品に比べ
安価な製剤を行うだけではなく、独自の工夫・改良を加える
ことにより、より良い製品開発を進めております。

　本人の使用割合は、すべての世代で70％以上となってお
りますが、家族の使用割合は40〜50代を除き、60％台
と低迷しております。高齢者を含めた全体では、70.45％と
なりました。

　当健保組合の29年度の医療費は、皆様のご理解・ご協力
によるジェネリック医薬品の使用促進により、8,483万円
削減することができ、対前年度比で1,975万円の減となり
ました。

ジェネリック医薬品と先発医薬品の使用状況

　
当
健
保
組
合
で
は
、
35
歳
以
上
75
歳
未
満
の
被

保
険
者
、
被
扶
養
者
を
対
象
に
健
診
を
実
施
し
て

お
り
（
特
定
健
康
診
査
は
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の

被
扶
養
者
が
対
象
）、

①
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

②
人
間
ド
ッ
ク

③
春
季
婦
人
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

④
特
定
健
康
診
査

の
４
コ
ー
ス
か
ら
、
ご
自
分
に
あ
っ
た
健
診
を
選

ん
で
受
診
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
受
診
者
数
の
増
加
は
、
毎
年
続
い
て
お
り
、
平

成
29
年
度
も
前
年
度
を
上
回
る
加
入
者
の
方
が
受

診
し
て
お
り
ま
す
。
受
診
者
数
は
、
前
年
度
比

５
１
７
人
増
の
１
１
、３
４
６
人
（
特
定
健
診
40
名

を
含
む
）
の
方
に
受
診
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
傾
向
は
、
全
健
診
結
果
の
比
率

で
、「
異
常
な
し
」「
要
観
察
」
の
合
計
が
、
前
年

度
の
割
合
よ
り
も
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
減
少
し
て

い
ま
す
。「
要
二
次
検
査
」「
要
治
療
」「
継
続
治
療
」

の
合
計
は
、
前
年
度
よ
り
も
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て
お
り
、
毎
年
、
要
二
次
検
査
以
降
の
人
数
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
で
「
治
療
が
必
要
」
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
健
診
結
果
表
を
持
参
し
、
医
療
機
関
で
保
険

診
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
健
康
診
断
は
「
年
1
回
の
ご
自
身
の
健
康
状
態

を
確
認
す
る
機
会
」
と
捉
え
て
い
た
だ
き
、
健
保

組
合
の
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
健
診
は
12
月

ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
年
度
ま
だ
健
診
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
健
保
組
合
の
健
診
を
活
用

く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
組
合
は
皆
さ
ま
の
健
康
を
応
援
し
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　高齢化や医療技術の進歩・高度化により、医療費は年々増加傾向となっております。調剤は医療費の約2割
を占め、そのうちの約7割が薬剤費です。
　厚生労働省は、ジェネリック医薬品の使用推進を強力に推奨し、2018年度から2020年度末までのなる
べく早い時期に80％にするという新たな目標を設定いたしました。
　そこで、当健保組合に請求のあった29年度中の医薬品をジェネリック医薬品と先発医薬品に分けて、使用
状況を年代別に分析してみました。

各種健診の結果ジェネリック医薬品の使用状況について

受診者
11,346人

異常なし
        1,958 人
     （17.3％）

　　　2,836 人
 （25.0％）

要精密
（二次）検査

    要治療・
    治療中　
　　　2,564 人
    （22.6％）

受診者
7,839人

要観察
2,674 人
（34.1％）

要二次検査
2,087 人
（26.6％）

　　 要治療・
　　 治療中　
　　　 1,630 人

（20.8％）

要観察
710 人

（37.0％）

要二次検査
531 人

（27.6％）

要治療・
治療中

591 人
（30.8％）

要観察
593 人

（38.3％）

要二次検査
215 人

（13.9％）

335 人
（21.7％）

要治療・
治療中

受診者
1,920人

受診者
1,547人

生活習慣病健診
（35 歳以上の被保険者・被扶養者）

人間ドック 春季婦人生活習慣病予防健診
（35 歳以上の女子被保険者・被扶養者）

健診全体

3,988 人
（35.1％）

  要観察

異常なし
1,448 人
（18.5％）

異常なし
88 人

（4.6％）
異常なし

404 人
（26.1％）

（特定健診の項目のみの受診者を除く）

（ ）　  35 歳以上の被保険者、
40 歳・50 歳の被扶養配偶者
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人間ドック 春季婦人生活習慣病予防健診
（35 歳以上の女子被保険者・被扶養者）

健診全体

3,988 人
（35.1％）

  要観察

異常なし
1,448 人
（18.5％）

異常なし
88 人

（4.6％）
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（特定健診の項目のみの受診者を除く）

（ ）　  35 歳以上の被保険者、
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生活習慣病予防健診
35 歳以上の被保険者・被扶養者 　  35 歳以上の被保険者、

40 歳・50 歳の被扶養配偶者
35 歳以上の女子被保険者・被扶養者

（特定健診の項目のみの受診者を含む）

人間ドック 春季婦人生活習慣病予防健診

受
診
状
況

健
診
結
果

平成29年度 平成29年度

ジェネリック医薬品の使用は、自己負担額の軽減のみ
ならず、薬剤費全体の削減につながりますので、組
合員の皆様方の積極的なご協力をお願いいたします。

ジェネリック医薬品とは

進化を遂げるジェネリック医薬品

年代別　ジェネリック医薬品使用状況

ジェネリック医薬品への切り替えにより、
8,483万円が削減

製剤の小型化 大きくて飲みづらい錠剤を小型化して飲みやすい
錠剤に改良

剤形の変更
味（苦み等）の改良
湿度・光への対応
容器への工夫
識別性の向上

カプセル剤を飲みやすい錠剤や口腔内崩壊錠に変更
苦みの強い錠剤を苦みを抑えた味に改良
耐湿性の向上や光による変化防止のコーティング
PFデラミ容器の使用により防腐剤無添加の実現
錠剤に製品名・有効成分を印刷し飲み間違い防止

皆さんの診療状況・  健診結果をご報告します

ジェネリック医薬品と先発医薬品の使用状況
先発医薬品の使用率
（後発品への変更可）

本人計

～19歳

20～ 29歳

30～ 39歳

40～ 49歳

50～ 59歳

60～ 69歳

家族計

～19歳

20～ 29歳

30～ 39歳

40～ 49歳

50～ 59歳

60～ 69歳

100％0％ 20％ 40％ 60％ 80％

ジェネリック医薬品
の使用率

72.99％

73.90％

71.30％

72.48％

71.87％

76.16％

70.72％

27.01％

26.10％

28.70％

27.52％

28.13％

23.84％

29.28％

67.01％

63.15％

65.07％

68.49％

74.11％

73.27％

65.88％

32.99％

36.85％

34.93％

31.51％

25.89％

26.73％

34.12％

70.45％

63.28％

68.54％

71.25％

72.50％

75.34％

69.06％

72.07％

29.55％

36.72％

31.46％

28.75％

27.50％

24.66％

30.94％

27.93％

72.07％ 27.93％70歳～

本　人

家　族

全体計

～19歳

20～ 29歳

30～ 39歳

40～ 49歳

50～ 59歳

60～ 69歳

70歳～

全　体

高齢受給者
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200人
200人
100人
200人
500人
600人
600人
600人
600人
600人
600人
600人

3,800人
500人

むさし府中商工会議所会館（歯科チェック有）（府中市）
立川商工会議所（歯科チェック有）（立川市）
健康講演会　大手町サンケイプラザ（千代田区）
健保連　東京連合会（新宿区）
大手町サンケイプラザ（千代田区）
鎌倉（鎌倉市）
国営昭和記念公園（立川市）
都立葛西臨海公園（江戸川区）
横浜みなとみらい２１（横浜市）
清水公園（千葉県野田市）
高尾山（八王子市）
上野恩賜公園（台東区）
東京サマーランド（あきる野市）
スポーツクラブルネサンス　ひばりヶ丘（西東京市）

血管年齢・血圧測定・骨密度・体脂肪・
肺年齢測定、健康相談等

（４日間）

健康講演会　《講師：三遊亭 円楽 氏》

ウォークラリー（4 日間）

スタンプラリー（3 日間）

ウォーターフェスティバル
スポーツクラブフェスタ

10月13日（土）
10月20日（土）
10月22日（月）
10月25日（木）
10月22日（月）
10月  6日（土）
10月  8日（祝）
10月14日（日）
11月  3日（祝）
10月20日（土）
10月28日（日）
11月10日（土）
10月21日（日）
11月23日（祝）

イベント 開催日 会　場 定　員

〜健康管理のご努力を称え、
　　　　記念品を贈呈しました〜

　当健保組合では、健康管理に努めて１年間に１度も保険診
療を受けなかった被保険者を、毎年表彰しています。
　今年も６月に、平成29年１月～12月の１年間、病院・
診療所に通院しなかった被保険者の方々650人を「すこや
かさん」として表彰し、記念品を贈呈いたしました。
　健康は大切な財産です。被保険者の皆さまには、日々の健
康管理にご留意いただき、より多くの「すこやかさん」が誕
生されることを祈念しております。

　都内の総合健保組合で組織する東京都総合組合保健施設振興協会（東振協）では、
皆さまの健康づくりをサポートするため、毎年、健康フェスティバルを開催しています。
今年も、下記のイベントが実施されます。ご家族で是非ご参加ください。

健康フェスティバル2018

年齢別の内訳は…

今年も誕生しました！

650人の「すこやかさん」

東振協主催

●申込書および詳細……東振協ホームページ　http://www.toshinkyo.or.jp/event
●参加申し込みは……�参加申込書に、82円切手を貼付した返信用封筒を添え、東振協・フェスティバル事務

局へご郵送ください。   

70歳代
0.3%

20歳代
18.2 %

30歳代
17.7 %

40歳代
29.5 %

50歳代
25.4 %

60歳代
8.9%

650人
合 計

今 年 も 開 催 し ま す
参加無料

平成29 年  
健康者表彰

開催イベント

東振協主催
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介護健康コース

介護準備コース

・認知証の誤解と偏見を解消（講義）
・認知証患者を支える生活とは！
  より良く暮らす方法を学ぶ（講義）
・専門家が悩みに答える質問コーナー

認知症介護コース★●

★
●
●
★
★
★
●
●
◆

◆

1 月 19 日（土）
1 月 20 日（日）
1 月 26 日（土）
1 月 27 日（日）
2 月　2 日（土）
2 月　3 日（日）
2 月 11 日（月・祝）
2 月 16 日（土）
2 月 27 日（水）

募集人数：各会場とも 80 名
　　　　　（大宮ソニックシティ・イオンコンパス幕張会議室は 70 名）
開催時間：受付…午前 9 時 30 分
　　　　　講座…午前 10 時〜午後 4 時
　　　　　          （健保連　東京連合会は午前 10 時〜午後 3 時）

※注　●、★、◆は各コースを表示しています。

・受講申込書は郵送又は FAXにより申込みをお願いします。
　（FAX で送信する際は、おかけ間違いにご注意ください。）
・受講申込書は、下記のホームページからダウンロードできます。
　http://www.toshinkyo.or.jp/event
受付期間：平成 30 年 10 月 1 日（月）〜 12 月 7 日（金）
抽 選 日　: 平成 30 年 12 月 14 日（金）
　　　　　（抽選結果は申込者全員に通知します。）

〒 130-0014	 東京都墨田区亀沢 1 － 7 － 3
	 東京都ニット健保会館 5 階
一般社団法人　東京都総合組合保健施設振興協会（東振協）
	 FAX：03 － 3626 － 7509

大宮ソニックシティ（JR 大宮）
ワークピア横浜（JR 関内）
専売ビル（JR 田町）
中野サンプラザ（JR 中野）
損保会館（JR 御茶ノ水）
イオンコンパス幕張会議室（JR 海浜幕張）
日本交通協会（地下鉄有楽町）
損保会館（JR 御茶ノ水）
健保連　東京連合会（JR 四ツ谷）

                   “いつまでも健やかに暮らしたい”	
“寝たきりにさせない介護技術を体験したい”——そんな方へ

カリキュラムの内容

開催日・会場等

申込み先

『一日介護・健康講座』開催のお知らせ

・健康寿命を延ばす介護予防（講義）
・知っておきたい介護の知識（講義）
・介護が必要になった時の対応（講義）
・寝たきりからの脱出作戦（体験実技）

　当組合の被保険者・家族の方々を対象に、医師等の専門家により在宅介護についての正しい知識と技術を習得して
いただくこと、または認知症の理解と対応についても学んでいただく「一日介護・健康講座」を開催します。

・破綻しないための介護ポイント、制度、費用、心構え（講義）
・いざ介護になった時を考えて！（講義）

・受講料は無料です。
・受講者の昼食は用意してあります。
・「介護健康コース」には体験実技があります

ので、動きやすい服装でご参加ください。
・各会場とも駐車スペースはありませんので、

ご注意ください。

留意事項
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なるほど 得なるほど 納

ご家族（被扶養者）のみなさん、今年の健診はもう申し込みましたか？ 
もし、健診を受けていないご家族がいたら「今年の健診は？」と背中を押してください。

健
診
、

受
け
よ
う
か
な

そ
れ
は

お
ト
ク
ね
！

健
保
組
合
が
費
用
を

補
助
し
て

く
れ
る
ん
だ
っ
て

健
保
組
合
の

補
助
が
あ
っ
て

お
ト
ク
で
す
！

年
１
回
、
健
保
組
合
の
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

人
前
で
体
重
計
に
乗
っ
た
り
、
採
血
さ
れ
た

り
す
る
の
は
、
あ
ま
り
気
が
進
ま
な
い
で
す
よ

ね
。
し
か
し
健
診
を
受
け
な
い
ま
ま
で
い
る
と
、

知
ら
な
い
う
ち
に
＂
病
気
の
芽
＂
が
体
の
中
で

育
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
よ
い
生
活
習
慣
を

続
け
る
こ
と
が
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。「
予
防
医
療
」
の
時
代
に
な
り

つ
つ
あ
る
今
、病
気
を
＂
芽
＂
の
う
ち
に
摘
む
チ
ャ

ン
ス
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
自
分
で
健
診
を
受
け
よ
う
と
し
た
ら
、

数
千
円
～
数
万
円
を
自
分
で
負
担
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
健
保
組
合
の
健
診
な
ら
、
補
助

が
受
け
ら
れ
て
お
ト
ク
に
受
診
で
き
ま
す
。

　

当
健
保
組
合
で
は
、
と
く
に
ご
家
族
（
被
扶

養
者
）
の
健
診
の
受
診
率
向
上
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
健
保
組
合
に
加
入
し
て
い
る
メ
リ
ッ

ト
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

第２期  データヘルス計画実施中！

健診を受けていないご家族は
いませんか？

◆当健保組合の平成30年度　各種健診の概要

「
特
定
保
健
指
導
」
の

お
知
ら
せ
が
届
い
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

◉ 評価の時期が６カ月後➡３カ月後も可能に
　実績評価の時期は６カ月後でしたが、３カ月後でも可能になりました。

◉ 2 年連続「積極的支援」該当でも、
　 状況が改善している人は「動機づけ支援」でOKに
　2 年連続して積極的支援に該当した人で、腹囲・体重が改善してい
る場合は、2 年目は動機づけ支援でも OK となりました。

下記の健診を年度内（４月から 12 月末まで）にいずれか１回受診できます。
「生活習慣病予防健診」「春季婦人生活習慣病予防健診」「人間ドック」には特定健康診査の検査項目が含まれています。

人 間 ド ッ ク

特 定 健 康 診 査

春 季 婦 人 生 活
習慣病予防健診

生 活 習 慣 病
予 防 健 診

項　目

被保険者（本  人）
被扶養者（妻・夫）

被扶養者（家族）

被保険者（本人）
被扶養者（家族）
※女性のみ

被保険者（本人）
被扶養者（家族）

対象者

35 歳以上

40 歳以上

35 歳以上

35 歳以上

対象年齢

ただし被扶養配偶者は 40 歳と 50 歳の
誕生日を迎える年度内に限ります

健診費用（消費税含む）から 19,440 円を超える額
※自己負担額は健診機関ごとに異なります

なし

4,500 円
（消費税含む）

4,320 円
（消費税含む）

自己負担額

★詳細は当健保組合ホームページをご覧ください。

　

特
定
健
診
（
40
歳
以
上
対
象
）
を
受
け
た
あ
と
、
生
活
習
慣

改
善
の
必
要
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
特
定
保
健
指
導

の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
に
は
「
積
極
的
支

援
」
と
「
動
機
づ
け
支
援
」
の
２
通
り
あ
り
、
保
健
師
な
ど
の

専
門
家
が
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
行
動
計
画
の
作
成
と
生
活

習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
か
ら
は
、
特
定
保
健
指
導
が
受
け
や
す
く
な

る
よ
う
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
を
未
然
に
防
ぐ
チ
ャ

ン
ス
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◉平均寿命と健康寿命との差が女性は12年もあります

　「健康寿命」は、日常生活に制限がなく自立して過ごせる期間の
ことです。平均寿命と健康寿命の差は、医療や介護が必要な期間
を意味します。
　この不自由な期間が、平均で男性8.84年、女性12.35年もあ
ります。脳卒中や心筋梗塞、認知症、ロコモティブシンドローム（運
動器症候群）などがその主な原因になっています。
　不自由な期間をできるだけ短くするためには、運動、食生活、
禁煙、節酒などにより生活習慣病の発症を予防することが大切で
す。年 1 回の健診は、生活習慣を見直すよいきっかけとなります。

美保さん
40代  女性

健さん
40代  男性

丸
２
年

健
診
受
け
な
い

こ
と
に

な
っ
ち
ゃ
う
よ
！

去
年
受
け
た
か
ら
、

今
年
は
健
診

受
け
な
く
て
も

い
い
よ
ね

受けやすくなるように
見直されました

　自治体のがん検診は、がんの有無を調べます。
健保組合の健診（40 歳以上対象の特定健診）は、
血糖値やコレステロール、肝機能など、全身の状
態を調べることができます。がん検診と健保組合
の健診の両方を受けましょう。

自治体の「がん検診」を受けたから、健保組合の健診は受けない

よくある勘違い

定期的に病院にかかっているから、健保組合の健診は受けない

　全健保組合平均で、被扶養者の特定健診受診
率は 47.3％、半分以上の方が健診を受けていま
せん。
　「あのとき健診を受けていれば…」と後悔しな
いように、年１回の健診を習慣にしてください。

全国の健保組合でご家族（被扶養者）の
健診受診率が低くなっています

●特定健診の受診率（平成 27 年度）

0

20

40

60

80
被
保
険
者 被

扶
養
者

85.2％

47.3％

出典：平成 27 年度特定健康診査・特定保健指導の
実施状況について
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　通院先の病院では、受診している病気に
かかわる部分はみていますが、全身の状態
を検査できていません。定期通院されてい
る方も、年に 1 回は健保組合の健診を受け
て、生活習慣病の予防にお役立てください。

●平均寿命と健康寿命の差（平成 28 年）

男性

女性

平均寿命 80.98歳

平均寿命 87.14歳

健康寿命 72.14歳
8.84 年

12.35 年
健康寿命 74.79歳

出典：第 11 回健康日本 21（第二次）推進専門委員会資料



流行前の

　インフルエンザ流行の季節がやってきます。
　全国の契約医療機関や接種会場（集団接種）で、組合補助額2,000円
を差引いた料金で予防接種を受けられます。高齢者の場合は合併症を予
防する効果も報告されています。この機会にぜひご利用ください。

※インターネットをご利用いただけない方は
健保組合へご連絡ください。

★予防接種は、指定医療機関の院内接種（10月～1月）、または東振協の指定会場での集合接種（会場毎の指定期間）となります。

契約医療機関、会場等の詳細は、健保組合ホームページ（http://kpk.or.jp/）に掲載しています。

　インフルエンザ予防接種の効果については、個
人差はありますが、発症の減少化と感染後の重症
化を減少する効果があり、接種後2週間から5
カ月程度その効果が継続するといわれています。
インフルエンザ流行のピークは、年によってずれ
がありますが、12月下旬から3月中旬にピー
クとなることが多くなっていますので、遅くとも
12月までに接種いただくことをおすすめします。

発症しても軽症化することができる。ワ
クチンの効果が現れるまでには2週間程
度かかるため、早めにワクチン接種を終
えておく。

●接触感染
ウイルスのついたドアノブなどを触った手で、食事をしたり、
目や鼻、口の粘膜を触る

●免疫力の低下やのどの乾燥

●飛沫感染
感染した人の咳やくしゃみのしぶき（飛沫）
に含まれるウイルスを直接吸い込む

健保組合総務課  ☎ 03-3634-5151お問合せ

※接種料金は組合からの補助額（2,000円）
を引いた額になります。

契約医療機関にて1人1回1,890円（税込・上限）
の契約料金で受けられます。利用方法は

電話予約の際にお手元に
保険証をご用意ください

1 2 3まず、  東振協専用
「インフルエンザ予防接種利用券」

を健保組合ホームページから
ダウンロードしてください。

契約医療機関または
集合予防接種予約先へ、
電話等で
　「予約申込み」　
をしてください。

　指定接種日等に、
　　「利用券」と健康保険証

を提出し、料金をお支払いのうえ
接種を受けてください。

インフルエンザ予防接種を
　　  受けましょう

インフルエンザ予防対策

インフルエンザにかかる要因

●体の免疫力を高める ●インフルエンザワクチンを
　接種する

接種時期はいつ？

疲労やストレスはウイルスへの抵抗力を弱めるため、十分な睡眠と
バランスのよい食事を心がけて免疫力を高めておく。
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　 Informationインフォメーション

け ん ぽ

受付開始 平成30年11月1日（木）

【日　　時】	 平成30年6月26日（火）午後3時30分
【場　　所】	 金属プレス会館　5階役員会議室
【議決事項】	 第１号議案：組合規約第4条別表の一部改正について

	 第２号議案：第124回組合会の招集及び組合会に提出する
	 議案について

【日　　時】	 平成30年7月18日（水）午後3時30分
【場　　所】	 金属プレス会館　6階大会議室
【議決事項】	 第１号議案：平成29年度 事業報告について
	 第２号議案：平成29年度 収入支出決算について
	 第3号議案：平成29年度 決算残金処分について
	 第4号議案：不納欠損処分について

第372回  理事会

第124回  組合会

事業所の削除・変更	

平成30年 3月 1月
●株式会社　三恵社製作所	
　大田区大森西5－4－5
平成30年 4月 20日
●株式会社　長谷川プレス	
　荒川区町屋5－19－10

平成 30年 3月 20日
●東永工業　株式会社	
　新：品川区二葉2－25－10
　旧：品川区二葉2－24－6

平成30年 6月 1日
●有限会社　竹内精機製作所	
　品川区西中延3－3－4

削除事業所 変更事業所

「スキー場の割引リフト券」
をご利用ください

今年も下記のスキー場の割引リフト券を配布する予定です。
ご希望の方は、健保組合総務課までお電話ください。

◦舞子スノーリゾート
◦石打丸山スキー場

お申し込み時にご案内できる予定です。

対象施設

割引料金

健保組合総務課　☎03-3634-5151お問合せは……

今
年 も
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